
社協だより

　

2
月
16
日
（
月
）
、
山
鹿
地
区

公
民
館
に
お
い
て
、
住
民
課
・
健

康
福
祉
課
・
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
合
同
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
屋
外
に
大
型

の
竈
（
か
ま
ど
）
を
設
置
し
、
災

害
用
備
蓄
食
料
を
温
め
、
避
難
者

に
食
事
を
提
供
す
る
手
順
を
実
際

に
確
認
し
ま
し
た
。
温
め
ら
れ
た

白
ご
飯
、
サ
バ
の
味
噌
煮
、
ハ
ン

バ
ー
グ
、
み
そ
汁
は
紙
皿
等
に
配

膳
さ
れ
、
「
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
」

の
皆
さ
ん
に
試
食
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
温
か

い
食
事
が
あ
る
と
心
強
い
」
と
の

声
も
聞
か
れ
、
災
害
時
の
備
え
の

大
切
さ
を
実
感
す
る
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
備
え
た

炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

2
月
26
日
（
木
）
、
産
山
学
園
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
26
回

子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー
活
動
報
告
会
お
よ
び

感
謝
状
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
活

動
報
告
会
で
は
、
1
年
間
の
活
動
記
録

動
画
の
視
聴
後
、
7
年
生
が
ス
ラ
イ
ド

を
用
い
て
活
動
で
の
成
果
や
課
題
、
来

年
度
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
発
表
し
、
会
場

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
授
与
式
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
よ
り
今
年
度
で
ヘ
ル
パ
ー
活
動

を
終
了
す
る
7
年
生
へ
、
4
年
間
に
わ

た
る
活
動
へ
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
、

今
年
度
も
「
産
山
村
子
ど
も
ヘ
ル
パ
ー

事
業
」
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
月
19
日
（
木
）
、
村
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
と
友
愛
活
動
部
に
よ

る
合
同
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
20

名
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
ま
ず
「
ぼ
け
封
じ

観
音
」
を
見
学
し
、
健
康
長
寿
へ

の
願
い
を
込
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

『
菊
池
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
』
へ
移

動
し
、
温
泉
と
食
事
を
楽
し
み
ま

し
た
。
会
員
同
士
の
交
流
も
一
層

深
ま
り
、
今
後
の
活
動
へ
の
意
欲

が
高
ま
る
、
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
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